
謹
啓 

寒
さ
厳
し
き
折
、
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

さ
て
、
こ
の
度
、
荒
木
正
介
先
生
に
は
、
平
成
二
十
七
年
三
月
末
日
を
も
っ
て
定
年
退
職
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。 

荒
木
先
生
は
、
昭
和
四
十
三
年
四
月
に
京
都
大
学
理
学
部
に
ご
入
学
さ
れ
、
昭
和
四
十
九
年
三
月
に
ご

卒
業
、
引
き
続
き
同
大
学
院
理
学
研
究
科
生
物
物
理
学
専
攻
に
進
学
さ
れ
、
昭
和
五
十
四
年
理
学
博
士
の

学
位
を
取
得
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
五
十
三
年
に
自
治
医
科
大
学
に
助
手
と
し
て
採
用
さ
れ
、
平
成
元
年

に
医
学
博
士
を
取
得
、
そ
の
後
、
Ｊ
Ｔ
生
命
誌
研
究
館
主
任
研
究
員
、
京
都
府
立
医
科
大
学
教
授
を
歴
任

さ
れ
、
平
成
十
年
に
奈
良
女
子
大
学
理
学
部
生
物
科
学
科
に
教
授
と
し
て
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
十
七

年
に
わ
た
り
教
育
、
研
究
の
両
面
に
わ
た
っ
て
奈
良
女
子
大
学
の
発
展
に
貢
献
し
て
来
ら
れ
ま
し
た
。 

 

荒
木
先
生
は
、
脊
椎
動
物
の
脳
に
あ
る
松
果
体
の
発
生
と
分
化
、
ニ
ュ
ー
ロ
ン
特
異
タ
ン
パ
クNeurensin

の
神
経
突
起
伸
展
機
能
に
関
す
る
研
究
、
視
細
胞
分
化
と
そ
の
調
節
因
子
に
関
す
る
研
究
な
ど
、
一
貫
し

て
脊
椎
動
物
の
神
経
系
の
発
生
と
分
化
の
調
節
機
構
に
つ
い
て
研
究
し
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
な
か
で
も
、

奈
良
女
子
大
学
で
新
た
に
取
り
組
ん
だ
両
生
類
の
網
膜
再
生
機
構
や
ニ
ワ
ト
リ
胚
を
用
い
た
眼
胞
発
生
機

構
の
研
究
で
は
、
細
胞
生
物
学
、
分
子
生
物
学
の
手
法
や
胚
操
作
、
組
織
培
養
の
技
術
を
駆
使
さ
れ
、
独

創
的
な
成
果
を
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
先
生
の
研
究
は
国
内
に
留
ま
ら
ず
、
ド
イ
ツ
のDarm

stadt U
niversity of 

Technology

の
客
員
教
授
を
勤
め
ら
れ
る
な
ど
海
外
の
研
究
者
と
の
共
同
研
究
を
行
い
、
ご
自
分
の
研
究
を

グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
さ
れ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
先
生
の
研
究
室
に
は
絶
え
ず
海
外
の
研
究
者
が
訪
れ
、
学

生
を
交
え
た
熱
い
議
論
が
展
開
さ
れ
、
常
に
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
場
所
と
な
っ
て
来
ま
し
た
。 

教
育
面
で
は
、
学
部
、
大
学
院
の
多
く
の
授
業
を
担
当
さ
れ
、
厳
し
い
中
に
も
温
か
く
学
生
を
指
導
し

て
来
ら
れ
ま
し
た
。
学
生
主
催
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
や
学
科
忘
年
会
に
も
気
さ
く
に
参
加
さ
れ
、
学
生

と
一
緒
に
な
っ
て
寸
劇
に
も
出
演
さ
れ
て
、
お
茶
目
な
姿
も
披
露
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
先
生
の
研
究

室
を
卒
業
し
た
学
生
は
社
会
で
多
く
活
躍
し
て
い
ま
す
が
、
卒
業
し
て
も
先
生
を
慕
っ
て
研
究
室
を
訪
れ

て
い
ま
す
。
学
生
達
も
、
先
生
の
常
に
真
剣
に
研
究
や
教
育
に
取
り
組
む
姿
勢
か
ら
、
厳
し
さ
と
と
も
に

温
か
さ
を
感
じ
、
先
生
の
研
究
室
の
門
を
た
た
く
学
生
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。 

 

ま
た
、
荒
木
先
生
は
平
成
十
九
年
か
ら
二
十
三
年
ま
で
評
議
員
と
し
て
大
学
運
営
に
も
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。
一
方
で
、
学
生
が
よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
も
つ
よ
う
に
と
の
思
い
か
ら
、
レ
ス
タ
ー
大
学
と
の

国
際
交
流
事
業
に
も
ご
尽
力
さ
れ
、
毎
年
両
大
学
の
学
生
と
教
員
の
活
発
な
交
流
が
実
現
し
て
い
ま
す
。 

 
 

荒
木
先
生
の
こ
れ
ま
で
の
ご
功
績
を
た
た
え
る
と
と
も
に
、
先
生
の
ご
健
康
と
今
後
の
ご
研
究
の
一
層

の
ご
発
展
を
願
っ
て
、
退
職
記
念
講
義
お
よ
び
退
職
記
念
会
を
企
画
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
何
卒
ご
出
席

賜
り
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

謹
白  

平
成
二
十
七
年
一
月
吉
日 

荒
木
正
介
先
生
退
職
記
念
事
業
会
発
起
人
代
表 

奈
良
女
子
大
学
理
学
部
生
物
科
学
科
学
科
長 

保 

智
己  



記 

  

退
職
記
念
講
義 

 

日
時 
平
成
二
十
七
年
三
月
七
日
（
土
）
十
四
時
か
ら
十
五
時
三
十
分 

 

場
所 

奈
良
女
子
大
学
Ｇ
棟 

一
〇
一
教
室 

 

退
職
記
念
会 

 

日
時 

平
成
二
十
七
年
三
月
七
日
（
土
）
十
六
時
か
ら
十
八
時 

 

場
所 

奈
良
女
子
大
学
生
協
食
堂 

 

会
費 

五
千
円(

記
念
品
代
を
含
む) 

  

誠
に
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
準
備
の
都
合
上
、
記
念
会
に
出
席
の
可
否
を
左
記
連
絡
先
に
電
子
メ
イ
ル
に

て
二
月
十
日
ま
で
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
会
費
送
金
は
、
二
月
二
十
日
頃
ま
で
に
下
記
の
口
座
に
お
振

り
込
み
く
だ
さ
い
。
振
込
受
領
書
を
持
っ
て
領
収
書
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

振
込
先 

奈
良
女
子
大
学
生
物
科
学
事
業
会 

 

ゆ
う
ち
ょ
銀
行 

記
号
１
４
５
８
０ 

番
号
５
１
６
６
５
５
１ 

（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
以
外
の
金
融
機
関
か
ら
お
振
り
込
み
の
場
合
） 

店
名 

四
五
八
（
読
み 

ヨ
ン
ゴ
ハ
チ
） 

店
番 

４
５
８ 

普
通
預
金 

０
５
１
６
６
５
５ 

 

 

連
絡
先 

奈
良
女
子
大
学
理
学
部
生
物
科
学
科 

安
田 
恵
子 

〒
六
三
〇 

八
二
六
三 

奈
良
市
北
魚
屋
西
町 

電
話 

〇
七
四
二
（
二
〇
）
三
四
一
二 

電
子
メ
イ
ル 

ponko@
cc.nara-w

u.ac.jp 

 

発
起
人 

 

岩
口 

伸
一 

鍵
和
田 

聡 

佐
伯 

和
彦 

酒
井 

敦  

 

坂
口 

修
一 

佐
藤 

宏
明 

杉
浦 

真
由
美 

保 

智
己  

 

奈
良 

久
美 

西
井 

一
郎 

春
本 

晃
江 

安
田 

恵
子 

 

 

遊
佐 

陽
一 

吉
川 

尚
男 

和
田 

恵
次 

渡
邊 

利
雄 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
五
十
音
順
） 

 


